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１．研究の背景と目的	

	 2011年3月11日,東北地方を震源としたマグニチュード9.0の巨

大地震が発生し,東北の自治体や住民に大規模な影響を与えた。ま

た,地震の影響は,東京電力の福島第一原子力発電所の事故や停電

など被害にも及び,日本政府は東日本大震災で損害した直接的な

被害額を16兆円から25兆円とする試算をまとめた1)。東日本大震

災は,1995年1月17日に発生した阪神淡路大震災を上回り,戦後最

大の自然災害となった。	 	

	 我が国で実施された震災復興事業として,過去に発生した阪神

淡路大震災発生時には,全国から150万人を超えるボランティアが

関西地区に集結し,都市整備事業のみならず,被災者対して,心の

ケアに取り組み,ボランティア活動のイメージを全国に広げ「ボラ

ンティア元年」と呼ばれるほどの大きな活動を展開した2)。現在

でも神戸市を拠点に「ボランティアマインド」「ホスピタリティ

マインド」を掲げた神戸マラソンが開催され,被災した国内外の

人々のために走る大会としても開催されている3)。東日本大震災

発生時の震災復興事業には,①震災の影響を受けた公園,駅,住宅

地などの市土基盤の整備,②防災・消防関係の災害復旧,防災体制

の整備,③被災農業施設等の復旧,漁業集落防災機能強化,観光地

の戦略的展開,④自然環境の復元・保全と環境未来都市の実現,⑤

保健・医療・福祉・介護の充実,⑥学びと子どもを育む環境の整備,

⑦地域コミュニティの充実と市民等との協働の推進事業が挙げら

れる4)。このような,都市機能の復興を目指した事業に加えて,東

北の被災自治体では,イベントを活用した復興事業が多く見られ

た。イベントを活用した復興事業では,イベント参加者の参加費用

の一部を義援金にする取り組みや,当日に募金を募るスペースの

設置などが行われていた。さらに,	震災から7ヶ月が経過した10

月には,震災の風評被害が残る中,宮城県松島町で「震災復興	 が

んばろう東北！	松島マラソン」が開催された。この大会では,被

災地を走るランナーの様子を地元テレビ局が放送し,被災地の復

興状況を人々に発信していた。その他にも,東北地方の被災自治体

では頻繁にスポーツイベントを活用とした震災復興事業が企画さ

れていることから,復興途上に開催されたスポーツイベントの震

災復興事業としての役割を検証していくことが求められる。	

学術面において,	東日本大震災とスポーツイベントに着眼した研

究には,震災の影響を受けランニングイベントが中止になったこ

とによる,イベント参加予定者の機会損失に着目した研究5)や震

災発生後,新聞・メディアに記載されている震災復興関連スポーツ

イベントを集計・分析し,心のケアを目的としたイベントの特性を

明らかにした研究6),被災地で開催された継続的スポーツ教室に

おいて,トップアスリートが直接指導することによる被災地の高

校生及びアスリートへの心理的側面,競技的側面を検証した研究
7)がされている。一方で,スポーツイベントの開催地効果に着目し

た研究では,経済的効果のみでなく,近年では地域愛着・ディステ

ィネーションイメージ・ソーシャルキャピタル・住民意識の変化

を検証した8)9)10)11)社会的効果についての研究知見が多く見られる。	

	 これらの,東北で実施された震災復興事業と先行研究を概観す

ると以下のことが言える。東日本大震災発生後の震災復興事業と

しては,イベントを活用した取り組みが見られ,復興が進む過程で

被災地へ人を呼び込むイベントを開催していたことが推察された。

スポーツイベントには,地域に与える経済的な効果だけでなく社

会的効果が実証されている。しかしながら,	自然災害の影響を受

けた被災地で実施されたスポーツイベントの参加者を対象とし,

大会の特性を活用した参加者への影響については十分に検討され

ていない。本研究において,被災地で開催されたスポーツイベント

を対象とすることで,参加者のコメントから被災地の復興状況の

認識,震災に対する関心を表す言葉が参加者から抽出されること

が予想される。今後,我が国で発生する可能性が高いと予測されて

いる,自然災害において,被災地で開催されるスポーツイベントの

震災復興事業の役割を把握し,そのスポーツイベントが大会参加

者に与える効果を解明することは,我が国における震災復興事業

の新たな知見の獲得に寄付すると考えられる。
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	 そこで本研究では,東北三県（岩手・宮城・福島）で被災地の復

興途上に開催されていた市民マラソン大会の震災復興事業として

の役割を明らかにすることを目的とする。具体的には,市民マラソ

ン大会の大会数,開催自治体数から震災発生前後の開催動向を把

握し,被災地で開催された市民マラソン大会の特性を明確化する

上で,参加者の被災地に対するコメントを分析する。	

	

２．研究方法	

（１）調査対象	

東北三県における震災発生前後の2007年1月1日から2015年

12 月 31 日に開催された市民マラソン大会の開催状況・イベント

内容について分析を行う上で,国内で開催される市民マラソン大

会のデータを集約する「ランナーズ」12)	2007年1月号から2015

年12月号までの108冊を用いた結果, 東北三県で開催された大会

530大会存在した。また,既往の研究において,	周辺環境の認識に

ついて着眼した研究 13)においても,参加者のコメントから自由記

述データを用いている。本研究では,被災地を走ったランナーの完

走後のコメントから,被災地に対する認識,震災に対する関心を表

す言葉を抽出し,被災地で開催される市民マラソン大会としての

特性を明確化する目的で「RUNNET」14)15)の大会参加者のレポート

を用いた。「RUNNET」とは,国内のランニングイベント情報・大会

参加者のコメントが大会ごとに掲載されているランニング情報サ

イトである。本研究で対象となった被災地での大会数は,43 大会

が対象で166,085人の参加者から1,641人が「RUNNET」にコメン

トを投稿し,大会に参加した感想を述べている1230人のデータを

本研究の分析対象とした。大会レポートは,「RUNNET」登録済みの

参加者に対して,500 文字以内で自由に大会に対しての「評価」・

「感想」コメントを入力する形式となっている。	

	（２）分析方法	

	 2007 年から年度別に大会数,開催自治体数を抽出し,全ての開

催地と大会数を比較した。東北三県で開催された530大会の大会

開催目的に表記されている内容を KJ 法にて大会開催目的別に分

類した。また,震災後に被災地で開催された市民マラソン大会計	

	

43大会を対象とし,出場した大会参加者のコメントから被災地環	

境や復興に関するキーワードを抽出する為にテキストマイニング

を行なった。コメント内で,市民マラソン大会や震災に対するコメ

ント以外の記入を行ったものは,研究の対象から除外した。本研究

では、無料ソフトウェアKH	Coder16)17)18)を用い,形態素解析ならび

に階層クラスター分析,KWIC コンコーダンスを実施した。形態素

解析とは,ある文章,フレーズの意味を持つ最小限の単語に分解す

ることで抽出語の出現頻度を確認する分析方法である。大会参加

者の様々な関心から,復興に関するキーワードを抽出し、出現頻度

の明確にするために用いた。また,蔵本ら,西尾ら,柳瀬,伊藤ら,19)	

20)	21)22)を参考に大会参加者のコメント中から大会に対する評価や

関心を構成する語群の特徴を示すことができる階層的クラスター

分析を実施した。KWIC コンコーダンスとは,形態素解析により抽

出された語が,分析対象ファイル内でどのように用いられていた

のかという文脈を探ることができる23)。大会参加者の復興への認

識や関心を表す文章を明確にするため用いた。	
	

３．研究の結果	

（１）大会開催目的の分類	

	 図－１では,東北三県で開催された 530 大会の大会開催目的を

KJ 法にて 3 つのグループに分類した結果を表している。1 つは,

競技性目的の大会である。競技性目的の大会は,主に「自己ベスト」

「更新」「健康増進」「体力向上」の言葉が含まれている大会で

ある。	

	 2つ目は,地域性PR目的の大会である。地域性PR目的の大会は,	

タイトルに,「名産品」「観光地」などのマラソン大会開催自治体

の特徴を表すキーワードや大会開催目的に地域の PR 表すキーワ

ードが含まれている大会である。3つ目は,東日本大震災発生後に

新たに開催された震災復興目的の大会である。震災復興目的の大

会では,市民マラソンのタイトルに震災復興を表すキーワードの

記載や被災地見学ツアーなどのイベント開催や大会参加費用を被

災地へ義援金として寄付する取り組みを行う大会である。震災後

に合計で62件の大会が開催されており,震災から5年以上が経過	

	
図－１	 東北三県の市民マラソン大会開催動向	

	

表－１	 震災発生前後での大会名変化の例	
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した現在でも,東北を中心に大会が開催されている。	

（２）震災前後での大会数・大会名・イベント内容の変化	

	 東北三県の市民マラソン大会の開催動向からは,震災前後で３	

点の変化が見受けられた。１点目は,震災発生前後での大会数の変

化である。2011 年の東日本大震災発生時には,沿岸部の自治体を

中心に大会が中止されたことである。しかし,2011 年以降には,	

震災発生前から開催されていた競技性目的・地域性PRを目的とし

た大会に加えて震災復興目的の大会が毎年開催されることが大会

数増加の要因となっていることが図－1からわかる。２点目は,大

会名の変化である。震災発生前は,大会名に「自治体名」「名産品」

「環境」を表すキーワードが使用されていたが,震災発生後は「震

災復興」「がんばろう東北」などの復興をPRするキーワードを取

り入れていた大会が35 大会存在した。表－1 では,震災に対する

キーワードが含まれていた大会の一例を表している。3点目は,震

災発生後のマラソン大会に含まれるイベント内容の変化である。

震災発生前は,マラソン大会のイベントは地域の祭りとの連携や

参加賞が配布される取り組みだけであった。震災発生後の 2011

年 10 月 9 日に宮城県で開催された「震災復興	 がんばろう東北	

松島マラソン」（松島町）で,大会開催状況をKHB東日本放送で放

送し,被災地を駆け抜けるランナーの様子や被災地の復興状況を

発信していた。また,2011年11月6日に開催された「第24回阿

武隅リバーサイドマラソン」（角田市）では,参加費のうち 100

円を被災地に義援金として寄付する取り組みを実施していた。	

	 さらに,震災復興目的の大会に含まれたイベントとしては、2013

年6月16日に福島県で開催された「第1回東北お遍路杯	 福島・

相馬復興支援マラソン」（相馬市）の大会開催前日に参加者を対

象とした「被災地見学ツアー」を行い,被災地の復興状況を参加者

に提供していた。震災発生後は,マラソン大会を通じた被災地復興

を目指すキーワードが大会名に含まれていた。また,マラソン大会

の内容に震災復興関連の要素が取り入れられるようになった。	

	 図－２では,震災発生前後での市民マラソン大会開催動向を表

している。	

（３）大会開催地の動向	

１）岩手県	

2007 年では,県庁所在地である盛岡市周辺に位置する遠野市で

第25 回じんぎすかんマラソン(図中 No.A)が開催されていた。こ

の大会は,マラソン大会参加者に地域の名産品である「じんぎすか

ん」の試食会が実施されていた。また,矢巾町ではマラソン大会と

地域の温泉施設と連携した「第10回矢巾町ロードレース大会(図

中No.B)」が開催されていた。2007年9月2日には,盛岡市で石川

啄木の生誕の地をPRした「啄木の里ふれあいマラソン2007(図中

No.C)」が開催されていた。2011年には,震災の影響を受けたこと	

で2大会（雫石町、西和賀町）が中止になった。県全域で競技性	

目的の大会,地域性PR目的とした大会,震災復興を目的とした大	

図－２	 市民マラソン大会開催地の変化	
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会が開催されていることがわかる(図－2)。また,震災後の 2011

年11月13日には,沿岸部に位置する宮古市で,被災地を走ること

で復興を目指すことをテーマにした,「がんばろう宮古サーモンマ

ラソン(図中No.G)」が開催されていた。2015年には,震災復興を

目的とした大会は開催されていない。しかし,地域性PRを目的と

した大会が県全体で開催されており,各自治体が名産品や観光資

源をPRしたイベントを実施している。2015年10月11には,軽米

町で「第34 回軽米町ロードレース(図中 No.M)」が開催されてい

た。この大会では,美しい花風景と雑穀文化の街をコースとし,地

域の特産品が当たる抽選会がマラソン大会のイベントに含まれて

いた。岩手県では,震災発生後に宮城県や福島県と比べて震災復興

目的の大会開催は少ないが,地域性PRを目的とした大会の開催地

に着目すると,2011 年から徐々に,被災エリア外で大会が広範囲

にわたり開催されていることがわかる。	

２）宮城県	

2007年では,県庁所在地である仙台市で,競技性を目的とした大会が

頻繁に開催されている。しかし,仙台市から離れた地域では,競技性目

的の大会が開催されるのではなく,白石市で「第21回みやぎ蔵王高原

マラソン（図中No.D）」や登米市で「第22回カッパハーフマラソン

（図中No.E）」で,開催自治体の観光資源のPRなどの地域らしさの提

供を兼ねた大会が開催されていた。2011年には,東日本大震災の影響

を受けたことで開催予定であった3大会（松島町,角田市,岩沼市）が中

止となった。しかし,震災発生から7ヶ月が経過した10月9日には,松島

市で「震災復興	 がんばろう東北	 松島マラソン（図中No.H）」が

開催されていた。この大会では,被災地をマラソンコースとし,市民が

被災地を走る様子をKHB東日本放送にて放送していた。11月6日には,
角田市で「第24回阿武隅リバーサイドマラソンが（図中No.I）」が開

催されていた。この大会のタイトルには,震災復興を発信する言葉は

含まれていないが,マラソン大会参加者の参加料のうち100円を被災

地に提供する取り組みを実施していた。12月4日には岩沼市で「岩沼

市40周年記念	 第20回いわぬまエアポートマラソン（図中No.J）」が

開催され,マラソン大会の種目と規模を変更し,大会を開催していた。

2015年には,被災地を中心に8件の震災復興を含んだ大会を開催する

など,震災発生後4年が経過したものの活発的に震災復興を行ってい

ることがわかる。特に,県庁所在地である仙台市周辺では,マラソン大

会が多く開催されていることがわかる（図－2）。沿岸部に位置する

亘理町では,「わたり復興マラソン（図中No.N）」や多賀城町で,「け

っぱれ東北！震災復興チャリティマラソンin仙台港（図中No.O）」利

府町で,「みやぎ元気マラソン（図中No.P）」には,マラソン大会名に

震災復興を表す言葉を含み大会を開催していた。宮城県では,仙台市

を中心に震災の影響を受けた2011年から2013年にかけて大会数が8大
会増加し,2015年では,宮城県全体で25大会が開催されていることがわ

かる。	

３）福島県	

	 2007年には,東日本大震災による原発の影響を受けた楢葉町で

「第19回楢葉町ゆずの里ロードレース(図中No.F)」が開催されて

いた。この大会では,大会参加者に楢葉町の名産品である柚子を用

いた「ゆず茶」の提供が実施されていた。2011年には,東日本大震

災や福島第一原発による被災地から離れた喜多方市で,「第27回蔵

のまち喜多方健康マラソン(図中No.K)」が開催されていた。この

大会では,喜多方市の蔵なみ路をコースとし,地域性を参加者に発

信していた。須賀川市では,「第29回円谷幸吉メモリアルマラソン

大会(図中No.L)」が開催され,大会名には,須賀川市出身のオリン

ピックランナーである円谷幸吉の名が入り,2011年度大会では,走

ることで須賀川市から復興をテーマに大会が開催されていた。震

災発生後は,震災や原発の影響を受けた地域での大会開催数が

2007年と比べて減っていることがわかる。しかし,震災による影響

が少なかった自治体では,岩手県同様に名産品や観光資源などを

ピックアップしたイベントをマラソン大会と連携し実施すること

で,多くの参加者を集めて福島の復興・地域活性化に貢献している。

2015年の震災の影響を受けた地域で開催された大会に着目すると,

いわき市では,2月8日に,「〜日本の復興を「いわき」から〜第6回

いわきサンシャインマラソン(図中No.Q),12月6日には,「ふくしま

っ子	 震災復興祈念マラソン(図中No.R)開催され,震災復興目的

の大会が4件開催されていた。福島県のマラソン大会開催動向から

は,被災エリア内で震災復興目的の大会が多数開催され,震災の影

響が少なかった被災エリア外では,	2011年と比べ,競技性を目的と

した大会が9件増加している。	

（４）大会参加者に市民マラソン大会が与える効果	

１）参加者のコメントに関する形態素解析	 	

2011年3月11日から2015年12月31日までの期間で,東北三

県の沿岸部を中心とした自治体で避難者が出た自治体が 37 市町

村存在した。37市町村の中で開催された市民マラソン大会数は,4

３大会で計1,230人の自由記述データを入手することができた。

表－2 では,分析対象となるテキストデータに形態素解析を実施

し,構成要素と出現頻度を表している。総抽出語数は、7,599語で

あった。結果,「参加」の出現頻度が1902回と最も多く,次いで「大

会(1834 回)」「走る(1376 回)」「思う(1308 回)」「応援(1195

回)」「コース(850回)」「来年(743回)」と出現頻度が多い抽出

語には,参加者が競技に参加することに対する語が多く現れた（表

－2）。	

２）参加者のコメントのクラスター分類	

被災地で開催された市民マラソン大会参加者のコメントから,

震災に対する言葉を明らかにするため,総抽出語数7,599語を抽出

した。さらに,出現パターンや同じ文章中に出現することが多かっ

た語を特定するために,階層的クラスター分析24)を実施した。分析

の結果,5つのクラスターに分類することができた。クラスター1で

は「大会(1834回)」や「参加(1902回)」「自己(153回)」「ベスト

(126回)」など大会参加に関する内容や自らの競技に対する言葉が

中心に集まっていた。したがって,クラスター1を「大会参加に対

する関心・認識」とした。	

	 クラスター2では,「声援（346回）」「ボランティア（506回）」

「感謝(261回)」「地元(370回)」など周囲のサポートや大会を支

えるボランティアに対する言葉が中心に集まっていた。したがっ

て,クラスター2をサポーターに対する関心・認識」とした。	

表－２	 形態素解析による抽出語一覧（出現回数９０回以上）	
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	 クラスター3では,「トイレ(178回)」「バス(146回)」「駐車(169

回)」「場所(176回)」など大会開催地までの交通手段や会場周辺の設

に対する言葉が集まっていた。したがって,クラスター3を「アクセス

に対する関心・認識」とした。	

	 クラスター4では,「景色(120回)」「雨(219回)」「寒い(209回)」

「坂(131回)」「風(185回)」などレース中の景色や大会当日の天候に

対する言葉が集まっていた。したがって,クラスター4を「地域環境に

対する関心・認識」とした。	

	 クラスター5では、「震災(247回)」「復興(285回)」「感動(145回)」

「被災(102回)」「津波(95回)」など被災地の状況や復興に対する言

葉が集まっていた。したがって,クラスター5を「震災に対する関心・

認識」とした。	

（３）震災に対する評価	

		 クラスター5 では,震災に対する言葉を抽出することができた。

市民マラソン大会に参加したことによる被災地の復興に関する文

章を KWIC コンコーダンスにて分析を実施した。震災に対する関

心・認識に関するコメントには,分析により抽出された文章の一例

を表している。	

※※太太文文字字・・・・・・震震災災にに対対すするる言言葉葉		 		 		

※※下下線線・・・・・・被被災災地地のの状状況況のの認認識識・・関関心心をを表表すす文文章章		

１）震災に対する関心・認識に関するコメント 
＜被災＞	

①コースは震震災災でやられたはずですが,被被災災の痕跡は感じなかっ

たです。②昨年よりはコース周辺は津津波波,被被災災から復旧が進んだ

雰囲気でしたが,まだ状況は厳しいようです。③仮説住宅付近を走

り抜けるので,みなさんのコメントどおり,被災した方々や市内の

方々の応援が多く,胸が熱くなり涙がこみ上げてきました。	

＜被災地＞	

	①この大会を通して走れる喜びを改めて実感することができま

した。この大会により,松島が活気を戻して,そして被被災災地地がさら

に元気になってくれることを願っています。②震震災災から3年たっ

ても廃墟のままの被被災災地地を目の当たりにして心が痛くなりまし

た。	

＜震災＞	

①道中の数カ所,震震災災の痛ましい傷跡が残されたままになっているの

を目にしましたが,沿道は昨年に比べて明るい雰囲気で安心しました。

②震震災災の傷跡は有るものの,奥松島の風光明媚な景色がみえる素晴ら

しいコースでした。③もう気持ちを奮って走り抜けるしかありません 
でした。震震災災の傷跡は残るものの素晴らしい景観で,応援の方,スタッ

フも素晴らしく,最高でした。④会場となった大島小学校も仮説住宅

の隣にあり,大島の震震災災の傷跡を実感することができました。 
 

	

図－３	 周囲サポート・自然環境に対するコメント	

⑤アスファルトは,ひび割れていたり,うねっていたり, 路肩が陥

没していて,震災の日の被害の大きさを感じながら走りました。 
＜震災・復興＞ 
①地元もコースに含まれているのがうれしい反面,震震災災の傷跡が

未だに癒えない地域,復復興興の遅れが目立つ地域でもあります。②コ 
ースの数メートル周辺は,震震災災の傷跡やボランティアの方々や作

業員の方の復復興興作業風景が③走ってみて震震災災からの復復興興が着実

に進んでいるのを感じました。④復旧成った競技場に小中学生の

歓声が響き渡り,震震災災からの復復興興にかける南相馬市の皆さんの熱

意が感じられました。 
＜復興＞ 
①今回は走り込み不足で頑張れませんでしたが,少しだけ漁港の

復復興興の景色を味合うことができました。来年も味わいに行きます。

②まだ,津津波波の傷跡が残っているところもありましたが,坂道から

見える海はきれいです。早く復復興興してくれる事を願います。皆さ

んのとても寒い中での熱心な応援に,心から感謝します。③気仙沼

に行くまでの景色は,まだ更地が多く,復復興興がまだまだと改めて実

感。④勇気を与えるとも,復復興興を物理的に支援することもできない

けど,お互い何か共有できてよかった。走ること以外の意味も大き

かった大会。 
＜復興・支援＞ 
①参加することが復復興興支支援援につながると思うので来年も必ず参

加します。②徐々に復復興興も進んでいますが,原発問題やまだまだ復復

興興には時間がかかると思います。走ることで支支援援ができればいい

なと思います。③心温まる声をかけてもらい力になった。復復興興に

はまだまだ時間がかかると思われるが,これからも出来る事で支支

援援していきたいと感じた大会参加であった。 
２）震災に関係するコメントの特性 
	 クラスター5 に含まれる言葉の中で前後に震災に対する認識・

関心を表す文章は 169 件存在した（図－３）。169 件の文章の内

容は「周囲環境への認識（100件）」「沿道応援への認識（69件）」

に分類される。「復興」「支援」の前後には,「参加することが,

復興支援につながると思う」,「走ることで支援ができればいいな

と思います。」,「これからも出来る事で支援していきたいと感じ

た大会参加であった。」などの「大会参加」「走る」などの競技

に対する言葉と「復興」「震災」が同じ文章中から抽出された。

さらに,市民マラソン大会を通じて,震災に対する関心の高まりや

沿道の応援に対する認識を表していることがわかる。また,「復興」

の言葉の前後には、「震災の痛ましい傷跡が残されたまま」「折

り返し付近は震災のあとを感じられ」「津波の爪痕が残る部分で

も新しい家が立っている」など震災の影響を受けた被災地の状況

を表す文章や,「走ってみて震災からの復興が着実に進んでいるの

を感じました」,「震災直後よりは復興は進んだと思います」のよ

うな被災地の環境の認識や震災直後からの復興の進行を表してい

た。以上の結果から,大会参加者のコメント内のクラスター5（震

災に関するクラスター）に含まれる言葉は,前後に被災地での市民

マラソン大会に参加することでの震災の影響を受けた地域の被害

の過酷さを認識するコメントが存在することが分析できた。また,

被災地環境への関心を表す文章や大会参加中に被災地の復興進行

状況を前回出場時の状況と比べるコメントも存在していた。	

 
４．まとめ 

	 本研究の目的は,東北三県（岩手・宮城・福島）で開催された市

民マラソン大会の震災復興事業としての役割について明らかにす

ることであった。市民マラソン大会の開催目的をKJ法による分類,

大会開催地の変化を東北地方の地図を用いて比較,大会参加者の

コメントをKH	Coderソフトによる分析の結果,前述のとおり以下

の３点が明らかになった。 
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	 1 点目としては,東北三県で開催されていた市民マラソン大会

は,体力向上・スポーツ振興・自己ベスト更新を大会開催目的にし

た「競技性目的の大会」。地域の観光地や名産品のPRをする「地

域性目的の大会」。被災地の復興や走ることで東北の復興を目指

す「震災復興目的の大会」の3つに分類できたことである。震災

前後での「大会名」「イベント内容」の変化では,震災後に震災復

興に関するキーワードが大会名に含まれ,参加費の一部を義援金

にする取り組みや被災地を見学するツアーなどが企画されていた。

大会開催団体は,市民マラソン大会名やイベント内容に震災復興

に関する言葉を取り入れることで,県内外の人々を集客し,復興を

目指していると考えられる。	

	 ２点目は,震災後に沿岸部の自治体で活発的に大会が開催され

ていたことである。宮城県と福島県の自治体では,被災地から震災

復興目的の大会が活発的に開催され,大会名やイベント内容の変

化が確認された。岩手県では,宮城県や福島県と比べて震災復興目

的の大会は多く開催されなかった。市民マラソン大会が被災地で

活発的に開催された原因としては,主催者が大会を通じ,大会参加

者に向けた復興状況の発信や被災地をランナーが走行することで

住民の方々に復興の可能性を提供するために実施されたと示唆さ

れる。	

	 ３点目は,東北三県の被災地で開催された市民マラソン大会参

加者コメント内の「震災」に関する言葉の前後には,被災地の復興

を目的に市民マラソン大会に参加したこと,被災地を走ることで

復興への支援を目指すコメントが存在したことである。さらに,

大会参加中に視界に入る津波や地震による被害の形跡や仮設住宅

の新設など,震災後の沿岸部の様子や徐々に被災地の復興が進ん

でいることを認識する言葉が現れていた。震災に関する言葉が抽

出された要因としては,市民マラソン大会は,競技コース全体が被

災地に面した地域全体であることから,固定スペースで開催され

る他のスポーツイベントよりも,開催地特有の地域性や被災地の

状況を十分に認知できる機会が多いスポーツイベントであるから

だと考えられる。本研究の結果からは,東日本大震災発生が人や地

域にもたらした恐ろしさを大会参加者が市民マラソン大会を通じ

て認識していたことがわかった。さらに,被災地に対する関心や,

被災地を走ることで震災の影響を受けた市民や地域に向けて,復

興状況と今後の東北の可能性を発信していることが明らかになっ

た。震災を受けた地域は,津波の痕跡,崩れた建物など,震災発生当

時を思い出させる要素が多く存在している。震災復興事業とは,

一般的に被災地の都市機能の回復を目指す事業とされているが,

市民マラソン大会は,参加者にマラソンを通して,被災地の復興状況
の発信,震災に対する関心を与える重要な役割を果たすイベントであ
ると考えられる。 
	

５．研究の課題	

	 本研究では,マラソン大会情報サイトの二次データを用いたた

め,この結果が被災地での市民マラソン大会に参加した全ての

人々のコメントを集約したとは言い難い。今後は,現地調査の実施

から,完走後,大会参加途中の記憶がある状況で,景観認識を測定

する尺度や居住地・大会参加回数などの質問項目を加えた調査を

検討することも必要かと思われる。また,大会参加者だけを調査対

象者にするのではなく,被災地に住む地域住民に対して,市民マラ

ソン大会が開催されたことによる復興への認識,市民マラソン大

会開催前後の心情の変化を明らかにすることも重要と思われる。	
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